
産学連携／共同研究事例

■企業の新たな事業・商品・サービス

ネジ部と締結部を一体化した
ダクタイル鋳鉄製の敷板連結金具

工事現場で使用する敷鉄板を、簡便かつ強固に連結する
金具を共同開発し、事業化を計画しています。

■大学の研究シーズが社会実装されるまでのプロセス

共同研究契約 2021年3月31日

テーマ：「工事敷板の連結方法の研究」

４月より共同研究開始。強度計算や表面分析等の基礎

データを参考にして連結器具としての機能性を高めるため

の形状をデザインし、試作品を作成した。

秘密保持契約 2020年12月23日

共同研究に向けて、具体的な内容のすり合わせ会議を

数回実施。研究テーマを明確にした。

■企業からの声

■教員からの声

吉川化工株式会社（新潟県新潟市）
＜主要事業＞
・鋳造部品製造
・鋳造用模型製作
高品質な小物の普通鋳鉄・ダクタイル鋳鉄の
製造！試作品・小ロット品も低価格！

■今後の発展
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2023年秋頃事業化予定

本技術の問い合わせ先 新潟大学 社会連携推進機構

弊社にとって初めての共同研
究でしたので、とても不安でし
たが丁寧に対応して頂き、新
潟大学の皆様には心から感謝
しております。

敷板のリース会社から敷鉄板を締結する金具を設計して
ほしいという引合いが弊社にあった。

しかし、強度や摩擦についてどのように検討したらよいか
分からず、取引のある金融機関の技術相談制度を利用
し新潟大学に相談したところ、月山先生を紹介して頂き
共同研究させて頂くこととなった。

自然科学系（工学部）
准教授 月山 陽介

＜研究シーズ＞
・機械要素設計，強度計算
・摩擦係数測定技術，摩擦最適化技術
・マイクロ/ナノ形状測定，表面分析技術

事業化

特許出願 2023年夏頃登録予定

共同研究の結果、敷板連結に適した形状を導き出せた

ため、特許登録し権利化を実施予定。

機械の設計では応力集中の
緩和や使用環境を考慮した適
切な強度計算が重要となりま
すが，今回の製品では摩擦が
性能を左右するために摩擦を
考慮した最適設計を行いまし
た。

事業化に向けて実地試験を実
施し連結器具の機能性や作業
性の更なる向上を実施しつつ、
特許登録によって今回開発し
た形状やデザインを権利化し
たいと考えております。

TEL:025-262-7554 FAX:025-262-7513 E–mail：onestop@adm.niigata-u.aｃ.jp


